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新型コロナウイルス感染対策について 

芝浦工業大学豊洲キャンパスでは、以下の感染対策を行っています。 

・会場の定期消毒 

・常時換気 

 

今回の学会では、以下の注意事項を設けさせていただきます。ご不便をお掛けします

が、ご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。 

 体調が悪い場合、発熱(37.5℃以上)のある場合、濃厚接触者に該当する場合は、

欠席をお願いします。 

 会場ではマスクの着用をお願いします。 

 入退場時のアルコール手指消毒をお願いします。 

 学会終了後、１週間以内に新型コロナウイルスに感染した場合は、学会事務局までお

知らせください。（Email:35th.sfrrj.kb@gmail.com） 
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[会場]  芝浦工業大学豊洲校舎 交流棟 501 

（東京都江東区豊洲 3 丁目７－５） 

 

 

 

正門 

会場 

情報交換会 
会場 

入口 

電車でのアクセス 
・東京メトロ有楽町線「豊洲駅」１c または３番出口から
徒歩７分 
・ゆりかもめ「豊洲駅」から徒歩９分 
・JR京葉線「越中島駅」２番出口から徒歩 15分 
・羽田空港、成田空港から豊洲駅行きのリムジンバス有り 

豊洲駅 
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第 35 回日本酸化ストレス学会関東支部会の開催にあたって 
 

 

 

 

 

 

この度、第35 回日本酸化ストレス学会関東支部会の大会長を仰せつかりました芝浦工業大

学の福井です。この度は本会へ参加いただき誠にありがとうございます。本会は一般社団法人

日本酸化ストレス学会の関東地区の支部会として年に1度学術集会を開催しています。支部会

を含めた日本酸化ストレス学会の特徴は医学・薬学・工学・農学など幅広い研究者が一堂に集

い、酸化ストレスという共通のキーワードのもとに基礎から臨床までの研究成果を発表・議論

しあう貴重で稀有な場だと思っています。本来であれば、小生は第 34 回の担当で 2020 年

2 月に開催する予定でしたがコロナの影響により延期を余儀なくされました。 

 今年度は 3 年ぶりの対面開催かつ第 35 回という記念すべき回となります。その為、お忙し

い中、著名な先生 3 名にご講演を依頼しました。教育講演には日本酸化ストレス学会賞も受賞

されておられる東京大学の長野哲雄名誉教授に「研究における独創性について」というタイト

ルでご講演を賜ることになりました。関東支部会は若手の参加者が多いため、今後の研究活動

において非常に参考になる話を頂戴できると思います。また、特別講演には昭和大学病院長

である相良博典先生に「COVID-19 感染症の今後の展開」と称して COVID-19 について基

礎から臨床まで幅広くご講演頂きます。また、東京都健康長寿医療センター研究所の杉本昌隆

先生には「細胞老化と加齢性疾患」と称し、今話題のセノリシスについてご講演頂きます。一般

口頭発表では優秀発表賞も多数準備しています。対面ならではの白熱した質疑応答を皆様、

是非ともよろしくお願いします。 

 最後になりますが、本学術集会を挙行するにあたりプログラム委員の各先生と協賛企業様に

は多大なご協力を賜りました。ここに御礼を申し上げます。 

 

 

 

2022 年 10 月吉日 

芝浦工業大学 福井浩二 
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大会長：福井 浩二 (芝浦工業大学) 

 

大会テーマ：健康長寿と酸化ストレス 

～With コロナと酸化ストレス研究～ 

 

会期：2022 年 12 月 17 日(土) 

会場：芝浦工業大学豊洲キャンパス 交流棟 501 

 

参加費：日本酸化ストレス学会会員 3000 円 

      非会員              5000 円 

      学生                無料 

 

情報交換会費：3000 円(学生無料) 

 

参加受付：8 時半から開始します。 

 

参加証：当日会場受付にて、お渡しします。 

 

クローク：ありません。クロークは設けませんので、ご自身で管理いただきますようにお願いい

たします。 

 

一般口頭発表 

 一般演題は口頭発表のみです。発表：8 分、討論：5 分 

 演者の先生方は、ご自身の PC による発表をお願いいたします。コネクターケーブル

(HDMI、VGA)はこちらで用意します。前述のケーブルに接続できるようにご準備をお願い

いたします。 

 

幹事会：14 時 00 分から交流棟 401 で行います。(14 時予定ですが、一般口頭発表Ⅲ-4 終

了次第開始) 

 

情報交換会：18 時より銀座シシリア(キャンパス内本部棟 1F)にて開催予定です。 

 

問い合わせ先：第 35 回日本酸化ストレス学会関東支部会事務局 

大会長 福井浩二 

〒337-8570 埼玉県さいたま市見沼区深作 307 

E-mail：35th.ｓｆｒｒｊ.kb@gmail.com 
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日時：2022 年 12 月 17 日（土） 

                        会場：芝浦工業大学 豊洲キャンパス 交流棟 501 教室    

 8:50～9:00    開会の辞 

                李 昌一（日本酸化ストレス学会関東支部 支部長、神奈川歯科大学 教授） 

（ 座    長 ） 

 9:00～10:00    一般口頭発表Ⅰ 

                                       Ⅰ-1～Ⅰ-4：大野彰子・平山 暁 

10:00～10:10    休憩 

10:10～11:55    一般口頭発表Ⅱ 

                                       Ⅱ-1～Ⅱ-4：藤川雄太・丸島愛樹 

                                       Ⅱ-5～Ⅱ-8：三浦ゆり・李 昌一 

11:55～12:10  休憩 

12:10～12:55  スポンサードセミナー （提供：株式会社 applause）      河野 雅弘 

             「酸化セリウムの可能性について」 

             小川 幸大（株式会社 applause）・福井 浩二（芝浦工業大学 教授） 

12:55～14:40  一般口頭発表Ⅲ 

                                       Ⅲ-1～Ⅲ-4：安西和紀・中西郁夫 

                                       Ⅲ-5～Ⅲ-8：小川幸大・加藤優吾 

14:40～14:50  休憩 

14:50～15:50  教育講演                                   小澤 俊彦 

             「研究における独創性について」 

             長野 哲雄（東京大学 名誉教授） 

15:50～16:00  休憩 

16:00～16:45  特別講演Ⅰ                                 土肥 謙二 

             「COVID-19 感染症の今後の展開 

～医療現場の対応と基礎的解析からの考察を踏まえて～」 

相良 博典（昭和大学 主任教授、昭和大学病院 病院長） 

16:45～17:30  特別講演Ⅱ                                 福井 浩二 

             「細胞老化・疾患における細胞老化の役割 

             ―Cellular senescence: a potential therapeutic target―」 

杉本 昌隆 （東京都健康長寿医療センター研究所  

                       老化制御研究チーム・研究副部長、老化細胞研究テーマリーダー） 

17:30～17:40  授賞式 

17:40～17:50  閉会の辞 

             小澤 俊彦（日本酸化ストレス学会関東支部 代表幹事、日本薬科大学 客員教授） 

18:00～       情報交換会（会場：キャンパス内、本部棟 1F 銀座シシリア） 
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9：00～10：00 一般口頭発表Ⅰ 
(座長：大野彰子・平山 暁) 
 
 Ⅰ-1 改質リグニンの抗酸化活性の解析 
     井石菜月 1)、岡本瑞穂 1)、須賀祐輔 1)、山下俊 2)、加柴美里 1) 

東京工科大学 1)応用生物学部、2)工学部 
 
 Ⅰ-2 システインの抗酸化能を飛躍的に向上させるナノ粒子化薬の開発１：固形がんに 

対する抗腫瘍効果 
甲田優太、長崎幸夫 
筑波大学数理物質系 

 
Ⅰ-3 システインの抗酸化能を飛躍的に向上させるナノ粒子化薬の開発２：非アルコール

性脂肪肝炎(NASH)に対する治療効果 
甲田優太、長崎幸夫 
筑波大学数理物質系 

 
Ⅰ-4 高脂肪高スクロース食投与マウスに対するトコトリエノールの効果について 

卞晙赫 1)、能登敦也 2)、柏谷リチャード俊太郎 2)、青木由典 3)、加藤優吾 2)、 
福井浩二 1)2) 
1)芝浦工業大学大学院 理工学研究科 システム理工学専攻、2)芝浦工業大学 
システム理工学部 生命科学科、3)三菱ケミカル株式会社 

 
10：10～11：55 一般口頭発表Ⅱ 
(座長：藤川雄太・丸島愛樹) 
 
Ⅱ-1  D-アミノ酸オキシダーゼを用いたミトコンドリア H2O2 産生系を利用したマイ

トファジーの誘導 
太田 胡桃 1)、藤川 雄太 1)、池谷 知美 1)、渡邉 栄太 1)、椎葉 一心 2)、 
柳 茂 2)、井上 英史 1) 

1)東京薬大・生命、2)学習院大・理 
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Ⅱ-2 オートファジー抑制因子 Rubiconの加齢に伴う翻訳後修飾変化の解析 
大場柾樹 1,2)、進藤真由美 3)、福井浩二 2)、三五一憲 1)、鈴木マリ 1) 
1)東京都医学総合研究所、糖尿病性神経障害プロジェクト、2)芝浦工業大学大学
院、理工学研究科、機能制御システム専攻、3)東京都医学総合研究所、基盤技術
支援センター、蛋白解析室 

  
 Ⅱ-3  PC12細胞のコエンザイムQ合成関連遺伝子発現量の解析 

前田彩樺 1)、中村朱里 1)、會田有希奈 1)、岡本瑞穂 1)、北谷 佳那恵 2)、 
竹腰 進 2)、 藤沢 章雄 1)、 山本 順寛 1)、加柴美里 1) 
1)東京工科大学大学院、バイオ・情報メディア研究科、バイオニクス専攻、2)東
海大学医学部 

  
 Ⅱ-4  MARKsがTau タンパク質の異常リン酸化に及ぼす影響について 

陳韵西 1)、LIU YUHONG2)、福井浩二 1)2) 
1)芝浦工業大学大学院、理工学研究科、システム理工学専攻、2)芝浦工業大学大
学院、理工学研究科、機能制御システム専攻 

 
(座長：三浦ゆり・李 昌一) 
 
 Ⅱ-5 平面型カテキンによる抗癌作用の検討 

伊藤紘 1)、荘司好美 1)、松本謙一郎 2)、福原潔 3)、中西郁夫 1) 
1)国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、量子生命科学研究所、2)国立研
究開発法人量子科学技術研究開発機構、放射線医学研究所、3)昭和大学、薬学部 

 
 Ⅱ-6 細胞磁性化法と抗酸化剤による新規Natural killer細胞療法 

篠原駿人 1)、永根大幹 1,2)、兼古憲生 1)、山下匡 1) 
1)麻布大学獣医学部、2)麻布大学 ヒトと動物の共生科学センター 

 
 Ⅱ-7 パラコートの毒性発現における長鎖アシル CoA合成酵素（ACSL）4の役割の解析 

冨塚祐希、桑田浩、原俊太郎 
昭和大学薬学部社会健康薬学講座衛生薬学部門 
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Ⅱ-8 計算科学的手法を用いたポリフェノールの Redox作用の検証 
伏見太希 1)、平畠千会 1)、藤井靖之 2)、越阪部奈緒美 2) 
1)芝浦工業大学大学院、理工学研究科、2)芝浦工業大学、システム理工学部、生
命科学科 
 

12：55～14：40 一般口頭発表Ⅲ 
(座長：安西和紀・中西郁夫) 
 
 Ⅲ-1 電子スピン共鳴(ESR)法を用いた L-アスコルビン酸の酸化ストレスへの基礎的検 
    討 

青木涼平１,2)、小松知子 3)、横山史織２)、横山滉介 4)、宋 文群 5)、戸田 真司 6)、
岩口真路２,7)、石田瞭 7)、平山 暁 8)、 小澤俊彦 9)、李 昌一２) 
1)九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科、2)神奈川歯科大学健康科学講座災害
歯科学分野、3)神奈川歯科大学全身管理歯科学講座障害者歯科学分野、4)神奈川
歯科大学歯科診療支援学講座 歯科メンテナンス学、5)神奈川歯科大学健康科学
講座口腔保健学分野、6)神奈川歯科大学短期大学部歯科衛生学科、7)東京歯科大
学口腔健康科学講座摂食嚥下リハビリテーション研究室、8)筑波技術大学東西医
学統合医療センター、9)日本薬科大学 
 

 Ⅲ-2 集中治療で用いる各種鎮静薬の抗酸化能に関する検討(in vitro and ex vivo study) 
井上元１,3）、小田中友紀２）、永樂学 1)、菊地一樹１,3）、杉本達也１,3）、原野康平１,3）、
内田直樹 3)、土肥謙二 1) 
1)昭和大学医学部救急災害医学講座、2)昭和大学薬学部基礎薬理学講座 生体分
析化学部門、3)昭和大学医学部薬理学講座臨床薬理学部門 
 

 Ⅲ-3 腫瘍のレドックスと糖代謝の非侵襲的な複合画像機能解析に向けた基礎的検討 
加藤千博 1)、安井博宣 1)、赤羽英夫 2)、藤井博匡 3)、江本美穂 4)、永根大幹 5)、 
山下匡 5)、稲波修 1) 

1)北海道大院 獣医・放射線、2)大阪大院 基礎工、3)北海道医療大 先端研究推
進セ、4)北海道医療大 医療技術、5)麻布大 獣医・生化 

 
 Ⅲ-4 腸内 ROS消去が走運動パフォーマンスを向上させる 

鳥海 拓都 1)、大森 肇 2,3)、長崎 幸夫 4) 
1)筑波大学大学院 数理物質科学研究群、2)筑波大学、3)上武大学 ビジネス情
報学部、4)筑波大学 数理物質系 
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(座長：小川幸大・加藤優吾) 
 
 Ⅲ-5 ポリフェノール類の Redox特性の検証(3) 

平畠千会 1)、新村大地 2)、伏見太希 1)、藤井靖之 3)、越阪部奈緒美 1) 
1)芝浦工業大学大学院 理工学研究科 システム理工学専攻、2)芝浦工業大学 
システム理工学部 生命科学科、3)芝浦工業大学大学院 理工学研究科 機械制
御システム専攻、4)芝浦工業大学 

 
 Ⅲ-6 新規ケトン体供与体 PHB（ポリ-D-3-ヒドロキシ酪酸）による腫瘍浸潤 T 細胞の機

能回復及び免疫チェックポイント阻害薬との併用効果 
政井菜々美 
麻布大学獣医学部 

 
 Ⅲ-7 電子スピン共鳴(ESR)法を用いたオキシトシンの酸化ストレスへの基礎的検討 

岩口真路１,２)、石田瞭１)、小松知子 3)、横山史織２)、横山滉介 4)、青木涼平 2,５)、
宋 文群 6)、戸田 真司 7)、平山 暁 8)、小澤俊彦 9)、李 昌一２) 
1)東京歯科大学口腔健康科学講座摂食嚥下リハビリテーション研究室、2)神奈川
歯科大学健康科学講座災害歯科学分野、3)神奈川歯科大学全身管理歯科学講座障
害者歯科学分野、4)神奈川歯科大学 歯科診療支援学講座歯科メンテナンス学  
5)九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科、6)神奈川歯科大学健康科学講座口腔
保健学分野、7)神奈川歯科大学短期大学部歯科衛生学科、8)筑波技術大学東西医
学統合医療センター、9)日本薬科大学 

 
 Ⅲ-8 ブレオマイシン誘導性肺線維症に対するエブセレンの保護効果 

-酸化型ジアセルグリセロールによる肺線維化の分子機構の解析- 
松﨑 智彦 1)、竹腰 進 2)、北谷 佳那恵 2),3)、加藤 主税 2)、山崎 寛之 2)、壷井 
貴朗 1)、矢ヶ﨑 秀彦 1)、 増田 良太 1)、 岩﨑 正之 1) 
1）東海大学医学部付属病院 外科学系呼吸器外科学、2）基礎医学系 生体防御
学、 3）メディカルサイエンスカレッジオフィス 
 
 

 


